
研削焼けの評価

研削時に砥石の目詰まりが進行すると、目詰まりで摩擦係数が上昇しRMSが上昇します。

RMS値を管理することにより、研削焼けの発生やドレッシングのタイミングを管理すること

ができます。
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研削量：0.03mm

研削量：0.06mm

研削量：0.06mm   研削焼け


